
議案第 10 号 

 令和４年度伊賀市下水道事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和４年度伊賀市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

⑴ 処理区域内戸数   １１，５００戸 

⑵ 年間総排水量 ４，０２２，０００㎥ 

⑶ 一日平均排水量   １１，０１９㎥ 

⑷ 主要な建設改良事業 管路整備費    １６４，１２９千円 

処理場整備費   ３７３，５９２千円 

 （収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収   入 

第１款 下水道事業収益 ２，５９３，２３７千円 

第１項 営業収益   ７１９，９８４千円 

第２項 営業外収益 １，８７３，２５３千円 

支   出 

第１款 下水道事業費用 ２，４１２，０６７千円 

第１項 営業費用 ２，１４４，２６５千円 

第２項 営業外費用   ２４１，６９２千円 

第３項 特別損失   ９１０千円 

第９項 予備費  ２５，２００千円 
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（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額

が資本的支出額に対し不足する額８１７，０２７千円は、過年度分損益勘定

留保資金等で補填するものとする。）。 

収   入 

第１款 資本的収入       ９３４，０４０千円 

  第１項 国庫補助金      ２１８，０２０千円 

第２項 県補助金        ３４，９０５千円 

  第３項 負担金等         ２，０４０千円 

  第４項 他会計補助金      ３７５，２５５千円 

  第５項 企業債       ２１８，９００千円 

  第８項 基金取崩収入       ８４，９２０千円 

支   出 

第１款 資本的支出     １，７５１，０６７千円 

  第１項 建設改良費      ６７７，９４５千円 

  第２項 企業債償還金      ９９３，２１７千円 

  第５項 基金繰入支出       ３４，９０５千円 

  第９項 予備費                  ４５，０００千円 
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（企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとお

りと定める。 

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

 

下水道事業 

千円 

218,900 

 

証書借入 

又は 

証券発行 

 

5.0％以内 

（ただし、利率

見直し方式で借

り入れる政府資

金等について、

利率の見直しを

行った後におい

ては、当該見直

し後の利率） 

 

政府資金及び特定資金について

は、その融通条件により、銀行

その他の場合には、債権者との

協定によるものとする。ただし、

企業財政の都合により据置期間

及び償還期限を短縮し、若しく

は繰上償還又は低利に借換えす

ることができる。 

計 218,900    

 （一時借入金）  

第６条 一時借入金の限度額は、６００，０００千円と定める。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定める。 

⑴ 各項に計上した予定額に過不足を生じた場合における同一款内で、これ

らの経費の各項間の流用 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金

額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会

の議決を経なければならない。 

⑴ 職員給与費       １４１，５００千円 
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（他会計からの補助金） 

第９条 一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、１，１８６，８１９千

円である。 

（重要な資産の取得及び処分） 

第 10 条 重要な資産の取得及び処分は、次のとおりとする。 

１ 取得する資産                                       

 

令和４年２月 22 日提出 

 

伊賀市長 岡 本  栄  

種 類 名 称 数 量 

投資その他の資産 地方債 100,000 千円 
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